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GAPFREE事業への期待
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NCBNニュースレター（7巻1号）に紹介のありました通

り、2021年1月よりナショナルセンター・バイオバンクネット

ワーク（NCBN）と我々企業7社＊は、日本医療研究開発機

構（AMED）が推進する産学官共同臨床情報利活用創薬

プロジェクト（GAPFREE）の課題名「ナショナルセンター・

バイオバンクネットワークを基盤とする疾患別情報統合

データベース（DB）を活用した産学官連携による創薬開発

研究」に取り組んでいます。本プロジェクトは、「製薬協 政

策提言2019」に示された製薬産業が推進すべき施策の1

つである「予防・先制医療の実現」に賛同した各社が、疾患

別情報統合DBの構築と利活用を進める構想です。

今回、構築する疾患別情報統合DBの利活用により、疾

患の理解をより深め、臨床現場に還元するとともに、疾患

特有のバイオマーカーや創薬ターゲット探索を通じた革新

的医薬品の創出、さらにプレシジョンメディスンや予防・先

制医療を実現したいと考えています。その実現のためには、

厚生労働省所管の国立高度専門医療研究センターのバ

イオバンク機能からなる保存状態がよく、さらにNCBNの高

精度な診断に基づいた豊富な臨床情報が付随した、バイ

オバンク試料の利用や、精緻な診療を介した前向き試料

の取得が、我々企業にとっても大きな強みになります。病態

をよりよく反映しているとされる試料や、病期や薬剤治療効

果に対応した横断的な試料に対して、NCBNと参画する企

業が英知を結集させ、最先端技

術を積極的に活用し、多層的オ

ミックスデータを取得することが

重要と考えています。

新たなモダリティの出現やデ

ジタルトランスフォーメーション、

超高性能大型実験機器による

高度解析など、創薬環境は今、

大きな転換期を迎えています。今回取り組む、質の高い生

体試料とそれに紐づく医療情報、さらに高度な多層的オ

ミックス情報が統合した疾患別情報統合DBは、創薬環境

変化との相乗効果をなし、我々企業の武器となっていくと

考えています。GAPFREE事業における産学官共同研究

の取り組みは、7企業の協働に加えて、NCBNとAMEDと

も連携した「多」対「多」の新たな枠組みであり、日本の医療

と創薬事業の発展に貢献することを強く期待しています。

＊参画企業（７社）

旭化成ファーマ株式会社、アステラス製薬株式会社、エーザイ株

式会社、小野薬品工業株式会社、田辺三菱製薬株式会社、第一

三共株式会社、日本新薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社 創薬企画部長　縄野 雅夫（代表者協議会副会長）



個性あるバイオバンクをネットワーク化する意味とは

冨田：まず、バイオバンク横断検索システムが構築された背景をうかがえればと思います。

荻島先生：私たちは、AMEDの「ゲノム研究プラットフォーム利活用システム」事業の研究課題の1つとして、2018年か
ら、国内7機関12バイオバンクが保有している試料と付随情報を横断的に検索できるシステムの構築に取り組み、2019
年10月から運用を開始しました。
　利用者があちこちのバイオバンクに個別に問い合わせるのはたいへんですし、そもそもどのような試料・情報がどのバ
イオバンクにあるかさえ、よくわからない状態であったということが大きな背景としてあります。そうしたなかでこの事業が始
まった大きなきっかけは、NCBNがこの事業をやろうと賛同してくださったことです。6つのナショナルセンター（NC）の
ネットワークをつくるのに経験があるNCBNといっしょにがんばってこられたことにとても感謝しています。

冨田：横断検索システムをつくられる際に、たいへんだったのはどんなことですか？

荻島先生：検索項目を決めることです。利用者の利便性を考えれば、バイオバンクを横断してさまざまな項目で検索でき
るほうが望ましいのですが、12のバイオバンクにはそれぞれ歴史があり、特徴があり、項目もさまざまです。各バイオバンク
の多様性を尊重しつつ共通の検索項目を決めるために、バイオバンクの皆さんとずいぶん相談を重ねました。ただ、これ
はネットワークづくりの最初の一歩として重要な作業であり、「たいへんだった」というより、「やりがいがあった」というほうが
正しいと思います。

冨田：運用開始後の利用状況はいかがですか？

荻島先生：登録ユーザー数は700以上（2021年9月30日現在）で、アカデミアと産業界がほぼ半々です。特に、製薬企業
や臨床検査薬の企業から、利用しているという声が届いています。また、学会や展示会で講演したり出展したりすると、「バ
イオバンクとは何か」ではなく「試料・情報を使うにはどうすればいいか」という視点で関心をもって下さる方が増えていま
す。認知度が上がっているのは、同じAMED事業で東京医科歯科大学の吉田雅幸先生が中心になって作成された「バイ
オバンク利活用ハンドブック」との相乗効果もあると感じています。

適切な試料・情報選択を自動化することの難しさ

冨田：バイオバンク側としては、横断検索システムの構築を通じてほかのバイオバンクの先生方と「顔の見える関係」になれ
たということもよかったと感じています。そのバンクの得意分野や活動状況などがわかり、いざという時にご相談することもでき
るようになりました。

荻島先生：試料や情報の横断検索のネットワークだけでなく、人的交流のネットワークもできてきているということで、まさ
にその通りと思います。

冨田：はい。それは翻ってユーザーにもメリットがあると思います。一方で、運用開始後に見えてきた問題点もあるかと思いますが。

Interview

荻島創一先生に聞く
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荻島創一先生
東北大学高等研究機構 未来型医療創成センター 教授／ 
東北メディカル・メガバンク機構 医療情報ICT部門 教授

聞き手 冨田 努
NCBN 広報WG副議長
（国立循環器病研究センター 遺伝情報管理室長／
バイオバンクバイオリソース管理室長）

ウェブ上の横断検索システムが築くリアルなバイオバンクネットワーク



荻島先生：横断検索システムでは、性別、病名、年齢などによる保管試料・情報の検索ができ、どのバイオバンクに問い
合わせればいいかわかります。それだけでも十分価値はありますが、検索でヒットしても、実際には、併発している病気や試
料の採取方法などが研究の目的に合わない場合もあります。求める試料にたどり着くには、利用者とバイオバンクの担当
者との相談がまだまだ必要で、そこが大きな問題です。

冨田：これまでのアップデートで、例えば、がんについては組織型の項目を加えるなど、検索項目を増やしてこられたのも、そう
した問題への対応のためなのですね。

荻島先生：はい。ユーザーが、試料・情報の疾患的な背景をもう少し知った上で試料・情報を選択できるように、データを
拡充してきています。

冨田：荻島先生はたいへんかもしれませんが、検索システムでなるべく適切な試料・情報にたどり着けるようにしていただける
と、我々も助かりますし、なにより、ユーザーの利便性が向上して利活用の促進につながるのではないかと思います。

目標は、検索から試料・情報の提供までを共通化すること

冨田：横断検索システムは一通り完成したと拝見していますが、今後はどのような展開を考えておられますか？

荻島先生：今年度から、横断検索後の利用申請をウェブで行うシステムを開発中です。現在はバイオバンクごとに利用申
請書も申請のフローも少しずつ違うのですが、ウェブ上で共通の申請フォームに必要事項を記入すると、各バイオバンク
に届くようにしたいと考えています。その際に、最初の「相談」も申し込めるようにするなど、システムで引き受けられる部分
を少しでも増やせればと思っています。ただ、現実には、複数のバイオバンクを横断した試料・情報の利用申請や相談を
各バイオバンクといかに調整して、コーディネートするかなど、やってみないとわからないところもたくさんあります。NCBNは
すでに中央バイオバンク事務局がそういう機能をもっておられるので、経験を共有していただけたらありがたいです。

冨田：利用申請後の倫理審査も共通化されるのでしょうか？

荻島先生：複数のバイオバンクの試料・情報を利用する場合や、倫理委員会のない機関の利用者が利用する場合に、1
つの倫理委員会で1回で審査できるしくみを、研究班の中の吉田雅幸先生の作業部会で検討中です。新たに倫理委員
会をつくるのではなく、ネットワークに参画している機関の持ち回りで行うことを考えています。そのためには審査基準や検
討ポイントをネットワーク内で標準化することが必要ですが、各バイオバンクとよくご相談し、検索から試料・情報の提供ま
でのプロセスをネットワーク内で共通化することを目指せればと考えています。

冨田：そうなれば、利活用がさらに進みますね。このシステムが、研究期間の終了後もぜひ続くことを願っています。最後に、
NCBNの活動への評価と期待をうかがえますか？

荻島先生：現在、横断検索システムでは3000以上の疾患を検索することができます。非常に多様な疾患の試料や付随
情報を保有しているNCBNがネットワークに入っていることで、このように豊かな検索ができるようになっており、NCBNの
役割は非常に大きいと感じています。ぜひ今後もいっしょに活動していただければと思います。

NCBNニュースレター 3

バイオバンク横断検索システムの概要
NCBNの6つのNC、東北メディカル・メガバンク計画、バイ
オバンク・ジャパン、岡山大学、京都大学、東京医科歯科
大学、筑波大学の12バイオバンクが保有する試料・情報を
横断検索できる。URL：http://biobank-network.jp/ 



　一般の方に向けた「NCBNとは」と、研究者・企業の方に向けた
「利活用編」の2種類の動画を作成し公開しました。どちらも、お伝
えしたい要素を、軽快な音楽に乗せてテンポよく展開しています。
イラストのタッチやナレーターにもこだわり、世界のどこにも流れて
いないonly oneのビデオになったと自負しています。NCBNのトッ
プページ（右下のQRコード）またはYouTubeチャンネル（右の
QRコード）からぜひご覧下さい。YouTubeには英語字幕版もアッ
プしてあります。

NCBN紹介動画の公開

　7月から12月にかけて、日本生物学的精神医学会、日本人類遺伝学会、日本臨
床検査医学会、日本分子生物学会の年会等において、約2年ぶりに現地でのブー
ス出展を行いました。お立ち寄りいただきました皆様、ありがとうございました。

学会出展報告

　ナショナルセンター・バイオバンクネットワーク（NCBN）は、6つの国立
高度専門医療研究センター（NC）が「新たな医の創造」に向けて個々の
疾患専門性を尊重しつつ、ネットワーク型・連邦型の組織形態で運営す
るバイオバンク事業です。

　NCBNの活動にご理解、ご賛同いただきましてありがとうございます。患者さまのご協力により、主な生体試料の種類
（血清・血漿・DNA・RNA・固形組織・髄液・病理組織など）を網羅しつつ下表のICD-10コード分類に沿う形で登録試料
を検索できるようになっています。試料登録数の合計は、402,755件（2021年11月24日）で416,088件（2021年6月15日）
より減りましたが、これはデータの見直しによるものです。統計はつねに更新しており、最新の数値はNCBNウェブサイト
（http://www2.ncbiobank.org/Search/Search_）でご確認いただけます。

NCBN中央バイオバンク事務局

Tel:03-5273-6891
mail:secretariat@ncbiobank.org
https://ncbiobank.org/

〈編集後記〉

https://ncbiobank.org/newsletter/2021/

〒162-8655
東京都新宿区戸山1-21-1
国立国際医療研究センター内

ICD-10コード別疾患登録数一覧主な生体試料登録数一覧

News

ニュース

Catalogue database

NCBNカタログデータベース試料登録情報 （2021年11月24日時点）
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第7巻第2号をお届けします。バックナンバーは以下からご
覧ください。スマホの場合は、右下にあるNCBNトップペー
ジのQRコードをご利用になり、メニューからニュースレター
をお選びください。

スマホでのご利用はこちらから→

スマホからも、カタログデータベースの
情報の確認・検索ができます。

「利活用編」の一場面

日本人類遺伝学会へのブース出展


